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.
立
の
背
後
に
、
一
客
観
的
な
利
益(

賃
金)

、

不
利
益 

(

費
用)
.
と
主
観
的
な
利
益
、

不
利
益
の
相
殺
の
上 

に

「

絶
対
利
益
均
等
の
原
理」

の
作
用
が
働
く
と
考 

え
た
点
を
強
調
し
，
価
値
に
た
い
す
る
ス
ミ
ス
の
主 

■
観
的
把
握
を
、
マ
..
ル
ク
ス
.

の
客
観
的
な
把
握
に
対
比 

し
て
い
る
。

.
つ
き
に
、
小
林
昇
氏
の「
ス
テ
'ュ
ァ
ー
ト
•
ス
ミ 

ス
•
リ
ス
.トJ

で
あ
る
.が
、
そ
の
'

「
ま
え
が
き」

で
、
 

r
『

ヶ
ネ
I

•
ス
ミ
ス
•
マ
■ル
グ
ス
.

』
と
い
う
題
名
の
ほ 

う
が
、
'お
そ
ら
く
い
っ
そ
う
正
統
的
と
考
え
ら
れ
る 

で
あ
ろ
う…

…

け
れ
ど
も
わ
た
く
し
は
、
系
譜
的
に 

で
は
な
く
む
し
ろ
対
照
的
に
ス
ミ
ス
を
ス
テ
-ュ
ァ
I 

ト
お
ょ
び
リ
ス
ト
と
と
も
に
論
ず
る
こ
...
と
が
、；

ス
ミ 

ス
を
マ
ル
ク
ス
に
つ
な
ぐ
ば
あ
い
に
、
こ
の
両
者
の 

理
解
に
と
っ
て
有
益
な
一
つ
の

：視
野
を
与
え
、_

ス
ミ 

ス
の
全
体
像
と
マ
ル
ク
ス
の
良
識
的
な
理
解
と
を
，得 

る
う
え
に
、

や
が
て
は
#

立
つ
も
の
と
考
え
て
い 

る
.

」

と
い
わ
れ
る
。
こ
と
に
著
者
の
意
図
は
つ
く
さ
：
 

れ
て
い
る
。
■し
か
し
、
著
者
は
、
ス
テ
ュ
ァ
ー
ト
と 

ス
ミ
ス
、
ス
ミ
.ス
と
リ
ス
ト
と
の
関
係
に
注
目
し
な 

が
ら
、
立
体
的
に
•論
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の 

意
味
で
ス
ミ
ス
を
媒
介
項
と
し
て
お
り
、「

ヶ
ネ
！ 

ス
ミ
ス
•
マ
ル
ク
ス」

と
い
う
系
譜
の
ょ
う
に
同
一 

次
元
で
論
じ
ら
れ
ぬ
も
の
を
、
著
者
の
論
文
'か
ら
感 

ず
る
こ
と
が
で
き
る
，
ゾ 

;

藤
塚
知
義
氏
の「

ス
ミ
ス
と
マ
ル
ク
スJ

は

、
.
.
き
 

ノ
わ
め
て
示
唆
：

^
な
論
文
で
あ
る
と
い
え
：よ
う
。
ま
ず 

第
一
に
、
剰
余
価
値
の
把
握
に
お
け
る
ス
ミ
ス
と
.マ 

ル
ク
ス
の
差
興
を
、
前
者
に
お
け
る
相
対
的
剰
余
価 

値
の
.生
産
の
視
点
の
欠
如
と
、
い
わ
ゆ
る
分
解
価
値 

説
と
構
成
価
値
説
の
二
重
視
点
の
並
置
の
結
果
と
し 

て
の
生
産
過
程
視
点(

価
値=

剰
余
価
値)

と
総
過 

程

視

点(

生
産
価
格
||
..利
潤)

と

の

混

線

と

.い

う

形 

で
の
把
握
を
問
題
と
し
て
い
る
*

大

塚

久

雄

氏

の

「『

経

済

人』

.の
ユ
ー
ト

ピ
ァ
的 

.
具
象
化
と
し
て
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漱

語」

は
、
ダ
ニ
エ 

ル

•
デ
フ
オ
ー
の
描
く

 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の

な
か
に
、
近 

代
的
な
生
産
力
の
担
い
手
と
し
て
の
中
産
的
生
産
者 

層
の
典
型
を
見
出
す
の
で
あ
り
、
古
典
派
経
済
学
が 

予
定
す
る
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る「

経
済
人」

と
は
、
 

ロ
ビ

X
ソ
ン
の

孤
島
に
お
け
る
生
活
に
み
ら
れ
る
よ 

う
な
合
理
的
な
態
度
を
も
つ
て
暮
ら
す
人
で
あ

る

と
 

し
て
い
る
。
な
お
こ
.め
論
文
ど
全
く
同
じ
内
容
の
も 

の
が
、
氏
の
近
著
.「
社
会
科
学
の
方
法——

マ
ル
ク 

丨
ス
と
ゥ
ヱ
ー
バ
ー

」
(

岩
波
新
書)

に
お
さ
め
ら
れ 

て
い
る
。

田
添
京
ニ
氏
の「

ス
テ
ュ
ァ
ー
ト
に
お
け
る
生
活 

資
料
価
格
と
賃
金」

は
、
経
済
学
史
上
の
通
説
と
し 

て
、

「

賃
金
水
準
は
、
■生
活
資
料
価
値
.
価
格
に
よ 

つ
て
規
定
さ
れ
る」

と
い
う
見
解
に
.た
い
し
て
、
ス

テ

ュ

：
ァ

ー

トの
理
論
構
造
が
こ
の
通
説
と
は
違
っ 

て
、
生
活
資
料
の
価
格
、が
賃
金(

工
賃)

水
準
を
規 

定
す
る
と
い

ぅ
主
張
に
よ
っ
て
一
贯
し
て
い
る

こ
と 

を
彼S

身
の
著
作
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に 

よ
っ
て
、

「

資
本=

賃
労
働
関
係
を
把
え
得
ず
、

す 

ベ
て
の
範
畴
規
定
の
根
本
に
独
立
職
人
を
想
定
す
る 

基
本
視
角
の
古
拙
に
制
約
さ
れ
て
い
る」

点
を
指
摘 

.し
て
い
る
。

横
山
正
彦
氏
の「

ヶ
ネ
ー
に

お
け
る
利
潤
範
畴」 

'は
、"
ヶ
ネ
ー
に
お
い
て
、
利
潤
が
、
資
本
の
本
来
の 

利
潤
と
し
て
、
費
用
を
回
収
し
た
あ
と
に
残
る
剰
余 

あ
る
い
は
超
過
分
と
し
て
の
純
生
産
物
の
な
か
に
含 

ま
れ
て
い
た
の
が
見
ら
れ
る
の
'は
、
個
別
経
済
分
析 

の
場
合
だ
け
で
あ
り
、
ヶ
ネ
ー
の
全
経
済
理
論
の
体 

系
的=

集
中
的
表
現
で
あ
り
、
総
体
経
済
、
社
会
的 

総
再
生
産
の
把
握
で
あ
.る
.

「

経
済
表」

に
お
い
て
は
、
 

資
本
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、
.そ

の

.
#
用

を

回

収

し

た 

あ
と
.に
残
る
剰
余
た
■る
総
生
産
物
は
、
す
べ
て
地
代 

と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
地
代
が
剰
余
価
値
の 

唯

一

：
の

形

態

と

か

'
っ

て

現

わ

れ

て

お

り

、

フ

ヱ
ル
ミ 

エ
の
利
潤
な
る
も
の
は
全
然
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
 

そ
こ
で
利
潤
範
疇
の
確
立
は
み
ら
れ
な
い
と
い
ぅ
見 

解
か
ら
し
て
、

「

個
別
経
済
的
分
析
に
お
い
て
と
ら 

え
ら
れ
た
利
潤
範
疇」

は
、「

経
済
表」

に
お
い
て
は
、
 

.

「

原
前
払
い
の
利
子」

範
轉
の
な
か
に
吸
収
さ
.れ
て

解
消
し
て
し
ま
.っ
た
の
だ
.と
い
ぅ
狭
田
喜
義
氏
、
平 

田
清
明
氏
お
よ
び
渡
辺
輝
雄
氏
ら
の
説
に
た
'い
し
て 

批
判
を
試
み
ら
れ
た
も
の
.で
あ
る
。
横
山
氏
に
よ
れ 

ば
、
資
本
の
本
来
の
純
生
産
物
が
、
ノ「

経
済
表」

に 

お
い
て
は
、

利
滴
範
_

と
し
て
は
規
定
さ
.れ
な
い 

.で
、
あ
く
ま
で
も
地
代
範
畴
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い 

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
原
前
払
い
の
利
子
範
_
に
吸 

収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、
 

資
本
そ
の
も
の
.

の
果
実
と
し
.て
把
握
さ
れ
て
.い
'る
と 

し
て
い
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
誤
解
を
生
，む
：に
至
っ
た
の 

は
、
著
^

は
ヶ
ネ
I

の
抽
象
力
の
不
足
と
理
論
構
成 

め
不
充
分
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
7
ダ
ム
• 

ス
ミ
ス
の
再
生
産
論
を
例
‘に
と
っ
て
説
明
し
て
い 

.る
。：最

後
の
平
瀬
巳
之
吉
氏
の
論
文「

賃
金
と
物
価」

は
、
こ
れ
ま
で
の
学
説
史
的
傾
向
と
対
照
的
に
矶
実 

の
間
題
.に
密
着
し
た
物
価
と
賃
金
の
関
係
を
、
砠
級 

的

利

害

や

政

治

的

偏

見

：な

し

に

検

討

す

.る

こ

と

を

訴 

え
た
も
の
で
あ
り
、

マ
ル
タ
ス
：経
済
学
、
近
代
経
済 

学
の
双
方
の
立
場
か
ら
の
接
近
を
行
っ
て
い
る
興
味 

あ
る
論
文
で
：あ
る
。

,

‘

以
上
、
.含

わ

め

て

概

略

で

は

あ

る

：が

.、

内

容

を

紹
 

:介

し

た

。

本

書

：
一

冊

-0
内
容
を
.よ
め
ば
、
古
典
学
派 

の

現

時

点

に

：
お

け

る

問

題

点

が

.ど

こ

に

あ

る

か

は

明
 

ら

か

に

窺

い

知

る

こ

-2
1
が
，
で

き

る

で

あ

ろ

ぅ

。

わ

た

新

刊

紹

.
介

く

し

は

、

と

く

に

高

島

道

枝

氏

、

藤

塚

知

義

氏

'の
労 

作
に
感
銘
を
ぅ
け
た
。
学
生
諸
君
に
一
読
を
す
す
め 

る
も
の
で
あ
る
。(

有
斐
間
*
一
 

九
六
六
年
八
月
刊
： 

.

ム
5

.
三
ニ
〇
頁
*

ー
五
〇
〇
円)

.

—

飯

.田

鼎

I
 

* 

*

 

*

宮
崎
義
一
著 

『

戦

後

日

本

の

経

済

機

構』

本
書
は
、
戦
後
急
速
な
成
長
を
達
成
し
て
き
た
日 

本
経
済
の
.発

展

過

程

.に

お

け

る

経

済

機

構

の

構

造

変
 

化
を
解
明
す
る
目
的
で
、
著
者
が
す
で
に
折
に
ふ
れ 

て
発
表
し
て
き
た
戦
後
の
日
本
経
済
の
系
列
支
配
機 

構
に
.関
す
る
.い
く
.つ
：
か

の

論

文

を

集

大

成

し

た

.も

の 

で

あ

る

。

戦

後

の

日

本

経

'済

を

分

析

し

た

も

の

は

数
 

多
い
が
、
な
か
で
も
す
ぐ
れ
た
業
輯
の
一
つ
：に
本
書 

を
あ
げ
て
も
ょ
い
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
課
題
は
著
者
が
序
文
の
な
か
で
述
べ
て
い 

，る
如
く
、：.「

物
的
生
産
力
.の
拡

大

過

程

.の

な

か

に

転
 

型

，を

と

げ

て

い

.
っ

た

戦

後

日
本
の
経
済
機
構
の
解 

明」

で
fe
-
り
、
こ
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
著 

者

は

本

書

の

：
特

徴

を

次

の

.三

.点
に
要
約
し
て
い
る
。

.
s
第
一
は
’

.日
本
^

済
を
い
く
つ
か
の
段
階
に
.区
分 

し
て
：い
る
.こ
と
で
あ
る
。
.す
な
わ
ち
、
経
済
発
展
過

程
の
機
構
面
の
変
化
に
即
応
し
て
' 

戦
後
の
日
本
経 

済
は
五
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。
第
二
は
、
日
本
経
済 

分

析

.の

支

配

的

ァ

プ

ロ

ー

チ

で

あ

る

国

民

総

生

産

中
 

心
の
フ
ロ
！
分
析
と
並
ん
で
、
资
本
蓄
稹
機
構
の
解 

明
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
こ 

れ
ら
の
経
済
発
展
の
国
際
的
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い 

る
こ
と
で
あ
る
。

.ま

ず

、

著

者

は

戦

後

日

本

経

済

の

資

本

蓄

積

の

.機 

構
的
変
化
、
そ
の
根
底
に
横
た
わ
る
日
本
経
済
の
フ 

レ
ー
ム
.
ヮ
ー
ク
の

変
化
、
日
本
資
本
主
義
を
と
り 

ま
く
経
済
的
与
件
な
い
.し
'
経

済

的

環

境

の

変
化
、

経 

済
構
造
の
変
化
等
に
着
目
し
.な
.が
ら
、
戦
後
一一
〇
年 

に
わ
た
る
日
本
経
済
^
段
階
区
分
を
試
み
る
。
な
か 

で
.も
、
著
者
は
、
日
本
経
済
は
体
質
変
換
の
契
機
を 

常
に
内
蔵
し
て
お
り
、
戦
後
一一
〇
年
と

い
え
ど
：も
転 

型
過
程
の
連
続
で
あ
る
と

■考
.え
、

日
本
経
済
の
フ
レ 

丨
ム
•

ヮ
ー
ク
の
変
化
を
特
に
蜇
視
す
名
。

そ
し 

て
、
.
日
本
.経
済
を
こ
の
フ
'
 

レー

ム

.'
ヮ

ー

ク

の

観

占

？ 

■
か
ら
つ
ぎ
の
五
.つ
の
時
期
に
E

分
す
る
。

第
I
期
.：

終
戦
よ
り
ド
ッ
ジ」

ラ
.

1

ン

実

施(

昭
和 

一1

五
年
は
じ
め

)

ま
で
の
戦
後
ィ
ン

7
レ
と
傾
斜
生 

産
方
式
に
代
表
さ
れ
る
時
期
。

:

第
.
n
期

朝

鮮

戦

♦
員

発

8

?

ー
五
年
六
爿)

：
.よ 

り
、.「

経
済
白
書」

.

.

.に
よ
.っ
て
.〃
も
は
や
、

戦
後
で 

は
な
.い
"
.と
規
定
さ
れ
た
_昭
和
三
〇
年
ま
で
。

1
0
一

(

三
四
九)



笫

&
期

：
：
：：
祌

武

抵

貧

ゾ

(

昭

和

三

'
ニ

 
S
 

'よ
P 

"自
由

一. 

化
"
.：；_決

宾

：

(

昭 

f

i

s

c

s 

.

ぃ

ま

で。
..
.
'
.',
•

第
.仅
期
_

贸

易

：の

自

患

が

本

格

化

：じ

た

昭

和

三

七

：.：
. 

年

か

ち

昭

和

四

〇

年

ま

で

：一

の

メ

邊

型

讲

の

時

期

。" 

.第
7.
期

：'
'昭

和

四.：：1
年
以
降
の
公
債
発
行
に
.代
表
さ 

れ
る
時
期
':
0

.

■

 

.こ
れ
ち
各
時
期
の
特
徴
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、第
I
ゾ
 

期

に

：
つ

い

て

は

，

-「

終

戦

後

混

沌

^

る

経

済

状

態

は

占
 

領
行
政
の
下
に
"
.農
地
改
革
、
財
閥
解
体
、
過
度
経 

済
力
集
中
排
除
、
労
働
組
合
法
の
制
定
な
ど
、
経
済
.'
.:: 

民
主
化
プ
ラ
.ン
，の
'推
進
を
基
に
し
て
、：：

復
興
金
融
公 

庫
、
石
炭
•
鉄
鋼
の
増
産
を
目
的
と
す
る
傾
斜
生
産 

方
武
の
.実
施
に
'よ

：
っ
て
、

日

本

轾

済

の

.資
本
主
義
的
；
 

復
興
の
ル
I
.ト
を
き
り
開
く
と

.上
が
，で
-#
た
こ
.と
.で 

あ
る
0

第
卩
期
に
ク
い
ズ
ば
、
'朝
鮮
特
需
矜
よ
る
経
ぺ 

済
の
発
展
と
、
外
国
と
.の
技
術
提
携
が
サ
ン
フ
ラ
.ン 

シ

ス

：
コ

)

講

和

条

約

を

契

機

と

し

て

盛

ん

に

..お

と

な

わ
 

れ

、
，
経

済

の

自

立

化

'の
，
た

め0
技
術
苹
新
が
準
備
さ 

れ
た
こ
と
で
あ
る
。.
.第
m
:期

；は

日

本

経

済

の

「

高

度

成' 

長
期
で
あ
る
。こ
0
高
胄
ぽ
長
を
主
導
し
：た
も
の
は
、
. 

外
国
技
術
に
全
®
㈱
.
に
依
#

し
、
' 重

化

..学

エ

業

を

中
 

.心
と
す
る
ビ
ッ

ク
♦

ビ

ジ

ネ
ス
に
よ
る
民
間
設
備
投 

資
で
あ
°
た

。
，
そ

し

て

、

こ

の

時

期

に

.
ビ

ッ

ク

•
ビ

， 

ジ
ネ

ス
申

，心

の

各

種

の

経

済

機

構

が

作

り

あ

げ

ら

れ
 

た
。第
汉
期
は
、質
易
の
自
由
化
に
よ
.っ：て
.事9

K

上
外

囊

の
^

R

を
失
つ
'
た
.日
本
経
済
が
、
'
国
内
的
に
は
へ
. 

资
本
蓄
積
-J
:
'
-労
働
供
給
：の
ギ
：ャ
.：

ッ >:
、

へ
国
際
的
に
^

へ
 

貿
易
ウ
全
面
时
自
由
化.ぢ
い
^

=

ー
' 5

の
転
期
"

に
®
 

面
じ
.た

時

期

で

あ

、
る

。
•
最

後

に

.
第

V

期

は

、
資

.
本

取

'̂
|

. 

の
：：

自

由

化

：
と

、

東

南

7

ジ
7

開
発
に
代
表
さ
れ
る
開 

放

体

制

第

二

：
ラ

^ .
.ン

长

を

迪

え
.、
，
公

慑

発

行

：
ぬ

ょ

る

ハ 

政
府
支
出
主
導
型
経
済
匕
移
行
す
る
時
期
で
あ
^
。

以
上
日
本
経
済©
発
展
過
程
に
お
け
る
、
，
.
終
戦
、

.

ド
*>

ジ

ラ

ィ

ン

、.
朝
鮮
動
乱
、
科
学
技
術
軍
命
，.の 

導
入
、■
質易

.：

資
本
の
自
山
化
、.公
債
発
行
等
に
み
.：
 

ら
れ
.る
重
要
な
与
件
の
変
化
：は::
'

必
然
的
に
'経
済
的
. 

フ
レ
ー
ム.
.

ヮ
ー
ク
办
変
化
を
伴}

と
,
い
ぅ
著
者
の. 

主
張
が
*

書
を
.：

1

.質

じ

，
て

い
.る
思
想
で
あ
り
、
こ
：の
：
 

立
場
か
lb
;

、く
各
企
業
：餐
本
蓄
稹
過
程
を
意
欲
的
に 

分
析
し
：て
い
る.。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
. 

分
析
を
通
じV

最
近
め
第
田
、
，
第
汉
期
め
経
済
機
構 

の
^
罾
変
化
を
ゼ
き
る
だ
け
包
括
的
に
把
握
す
る
こ 

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
書
の
内
容
は
第
一.
部
と
第
一
一
部
に
分
れ
、
第
一 

部

は
"

過
当
競
争
"
を
め
ぐ
る
系
列
支
配
機
構
の
解 

明
に
あ
て
ら
れ
、
第
ニ
部
で
は
第
汶
、
：
第
！

>

段
階
'の
. 

転
1

期

以

：後

：
の
.開
放
体
制
に
向
ぅ
日
本
経
済
の
，〃
経 

済
ナ
‘
ゾ
3

ナ
リ
ズ
ム
"
の
可
能

^

に
^

点
を
合
せ
て 

ぃ
：.る
。
.

•

 

.

読
者
は
第
一
部
と
、

一
部
を
通
じ
て
，
戦
後
の

一
〇
ニ
：(

三
五
0

)

-

日
本
.の
各
企
業
が
諸
外
国
ど
：は
極
度
に
.異
.つ
た
経
済 

:

§

^

下
に
、ぃ
如
何
に
し
，て
発
展
し
.て
き
.た
か
を
理 

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
；あ
ろ
3

。
著
岩
は
高
度
成 

長
下
に
：お
け
る
企
寒
：の
発
展
は
、
そ
の
ま
ま
旧
財
閥 

と
は
異
な
厶
糸
列
支
配
機
構
の
強
化
の
プ
ロ
セ
ス
に 

ほ
が
な
ら
.ず
、，
ま
た
企
業
の
成
長
^
こ
の
機
構
の
下 

で
の
み
も
た
ら
さ
れ
る
%
の
と
結
論
づ
け
て
い
る 

が
、
経
済
発
展
に
お
け
るa
的
拡
大
を
も
た
ら
し
た 

質
的
あ
る
1>

は
機
構
的
変
化「

を
本
書
を
通
ナ
レ
て
再
確 

認
す
‘る
こ
と
が
セ
き
る
で
あ

>
0

ぅ
。

へ
な
お
、

本
書
に
は
補
論
と
し
て
，

•
「

国
富
構
造
か 

ら
み
た
日
本
経
済

」

：「

系
列
と
財
閥
の
異
同

」
「

戦
後 

日
本
の
独
占
化
傾
向
と
寡
占
理
論
1-
:

の
論
文
が
JK
M
 

さ
れ
て
い
る
。

(

新
評
論
社
•
昭
和
四
一
年
一
〇
月
刊• 

A

5
 

•ニ

七

六

頁

：，
•
九

O

O

E

C

)

、丨
藤
枝
省
入

I


